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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 Atherosclerosisの成因については，まだ不明な点が多

く，その研究は多面にわたって盛んに行われている．著

者は，酸素代謝の面よりそ：の成因の一端を解明しようと

試み，白金電極を用いてオキシグラフにより，ウサギの

大動脈壁の酸素消費を測定し，最も普遍的な方法でath－

erosclerosisをウサギに起こさせ，その進行の程度と，大

動脈壁の酸素消費との関係について研究を行なった．

 研究方法

 体重2．5㎏前後の雄ウサギ65頭を使用した．atherosc－

1erosisを起こさせるために， コレステロールを1日量

0．491㎏として，4週，12週，20週間毎日投与した．

 無麻酔で大動脈を捌出し，縦に開き，弓，胸，腹部の

3部分の組織片について酸素消費を測定した．

 測定装置は簑島・望月の考案により作製されたオキシ

グラフの改良型島津OX2型を使用し，白金電極は，

Gleichmann＆LUbbersが発表したものに一部改良を加

えたもので，20μのテフロン膜で白金電極を被ったもの

を用いた．撹拝具はma解et三。 mlnistirrerを使用し，ト・

ノメータはStaubの報告を参考に，ガラスフィルター

のついたガラス管を使用して作製した．

 較正直線は，酸素分圧既知の3種の酸素と窒素の混合

ガス，およびそれぞれのガスで飽和したリンガー氏液を

月ヨいて測定した．

 酸素消費測定法として，非撹伴と撹伴法との比較検討

を行なった．

 atheroscierosisの肉眼的分類として（一）から（柵）

の6群に分けかかる基準に従ってatherosclerosisの程度

を記載した．

 研究成績および考案

 1）本法による酸素消費測定法として，非撹伴および

撹伴を行なったが，撹伴法がより正確であるために以下

はすべて撹伴法により測定した成績である．

 2）正常大動脈壁の酸素消費は，胸部が最も高く，弓

部，腹部は殆んど同程度であった．

 3） コレステロール飼育期間と大動脈壁の肉眼的所見

との関係は，弓部では最も早く変化があらわれ，胸部で

は弓部に遅れて発生し，変化も弱く，腹部ではその発生

も非常に遅く，微kとしていた．

 4） コレステロール飼育期間と大動脈壁の酸素消費と

の関係は，各部位ともコレステロール飼育と共に酸素消

費は増加したが，弓部では20週後に減少した．

 5）atherosclerosisの程度と大動脈壁の酸素消費との

関係は，各部位ともatherosclerosisの進行にともなって

酸素消費は増加したが，いわゆるアテローム形成の強い

ところでは減少した．

 6） コレステロール飼育大動脈壁の酸素消費は，大動

脈壁のいわゆるfoam cellの経過と平行関係を示す．す

なわち三部大動脈において，foam ce11の出現し始める

4週後では酸素消費は僅に増加するが，foam ce11の高

度となる12週後では酸素消費も最高となり，foam cell

の四壁およびアテローム形成のみられる20週後では減少

している。

 の atherosclerosisの進行と，大動脈壁の酸素消費の
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理論的考察を行なった．すなわち，これはcompartment

analysisで説明できるもので， a ＝ aterosclerosis形成

に関係するコレステロ・一一ル叉はリポプロティンの全量，

t＝コレズテロール飼育期間，t、＝極値に達する期間，

：k’，k、，k、を常数とすると

  （02）＝＝k’a（一lillt2gk，． e－ki（tMti）一一lisltikq－k e－k2（t’ti）1

で表わされる．

 8）以上の結果よりatherosclerosisの成因において，

大動脈壁の酸素消費は，その進行に重要なる関係がある

と結論できる．

論 文 審 査 の 要 旨

 著者はatherosclercsisの成因の一一eeを解明せんとし，ウサギにコレステロール飼育を行ない，実験的

atherosclerosisを惹起せしめ，逐日的にその大動脈壁の酸素消費量を測定した．測定装置は簑島・望月の

考案により作成せられたオキシグラフの改良型島津OX2型を使用した．

 その結果

 1） コレステロール飼育期間と共に大動脈壁のatherosclerosisは進行すること．

 2） また，これと共に酸素消質量は増大するが，いわゆるアテローム形成の強いところでは酸素消費量

は減少すること．

 3） コレステロール飼育大動脈壁の酸素消費量は大動脈壁のいわゆるfoam cell（泡沫細胞）の経過と

平行することを明らかにした．

 更に本実験の理論的考察を行ない，Compartment analysisにより説明できることを証明した．

 本論文はathercsolerosisの成因の一面を解明し得たもので，医学の進歩に貢献するところ多い価値ある

論：文である．
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